
ま
え
が
き

　

こ
こ
に
あ
げ
る
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
２
０
０
３
年
度
重
点
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
人
文
科
学
、
表
現
文
化
に
お
け
る
〈
民
族
誌
的
転
回
〉
を
め
ぐ
っ
て
」

（�
��
���
�
��
�
��
���
�
��
�
�
��

�
��
���
��
��
�
�
�
���
�
����
�
��

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。　

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
と
り
く
ん
だ
の
は
、
近
年
の
人
文
科
学
、
社
会
諸
科
学
に
お
け
る
「
民

族
誌
」
的
方
法
へ
の
関
心
と
参
照
を
、
様
々
な
表
現
文
化
や
文
化
の
政
治
（�

�
���
���
�
�
������

�
�
���
�����
�
������

）

の
が
わ
か
ら
理
論
的
か
つ
実
践
的
に
研
究
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

人
文
諸
科
学
は
言
語
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
や
構
築
主
義
の
言
説
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
（
言
語
論
的
転

回
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
／
ロ
ー
カ
ル
を
つ
ら
ぬ
く
空
間
へ
の
強
い
関
心
（
地
理
学
、
場
所
論
、
都
市
論

そ
の
他
）
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
（
空
間
論
的
転
回
）
を
へ
て
、
今
や
身
の
回
り
か
ら
「
遠
隔
地
」

に
い
た
る
ま
で
の
空
間
を
、
単
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
（
調
査
対
象
）
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
も
う
一

つ
の
生
活
世
界
、
今
こ
こ
に
あ
り
、
自
ら
が
属
す
る
生
き
た
世
界
の
か
た
わ
ら
に
あ
る
、
も
う
一

つ
の
日
常
生
活
と
し
て
つ
か
ま
え
る
試
み
に
向
か
い
は
じ
め
て
い
る
。
こ
れ
を
か
り
に
「
民
族
誌

的
転
回
」
と
呼
ん
で
み
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

制
度
的
、
因
襲
的
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
領
域
で
語
ら
れ
る
「
調
査
」「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」「
民

特別フォーラム「群島へ学び逸れる」
（名瀬市公民館　2003年12月）

族
誌
」
と
い
っ
た
概
念
や
方
法
か
ら
は
し
ば
し
ば
拒
絶
さ
れ
、
抑
圧
さ
れ
る
よ
う
な
想
像
的
、
物

語
的
な
記
述
や
、
ロ
マ
ン
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
方
向
に
向
か
う
よ
う
な
情
動
や
感
性
す
ら
、
こ
こ

で
は
見
な
お
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
あ
る
メ
デ
ィ
ア
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

な
か
で
、
あ
る
い
は
祝
祭
や
パ
ー
テ
ィ
、
デ
モ
や
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
の
な
か
で
、
そ
の
生
き
た
グ
ル

ー
ヴ
（
ノ
リ
や
リ
ズ
ム
）
に
徹
底
し
て
埋
没
し
、
熱
狂
さ
え
し
な
が
ら
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で

分
析
的
、
反
省
的
知
性
を
と
ぎ
す
ま
す
よ
う
な
身
ぶ
り
を
き
た
え
あ
げ
る
、
そ
ん
な
方
法
な
ら
ざ

る
方
法
を
模
索
し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

　

社
会
学
者
ポ
ー
ル
・
ギ
ル
ロ
イ
や
人
類
学
者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
に
な
ら
っ
て
、
こ

の
理
論
的
実
践
の
場
を
「
詩
学
」（
ポ
エ
テ
ィ
ク
ス
）
と
「
政
治
（
学
）」（
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
）
が
出

会
い
な
お
す
「
制
作
」（
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
）
の
場
と
言
っ
て
も
い
い
。

　

と
く
に
和
光
大
学
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
言
葉
と
生
活
世
界
の
言
葉
が
、
研
究
／
教
育
の
現

場
で
も
著
し
く
へ
だ
た
り
を
も
っ
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
、
ど
ち
ら
の
サ
イ
ド
に
も
多
く
の
無
理

解
と
誤
解
、
誤
読
と
不
勉
強
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
そ
う
し
た
意
味
で
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
意
図
的
に
仕
掛
け
ら
れ
た
一
つ
の
実
験
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
三
年
度
に
は
今
回
そ
の
記
録
の
一
部
を
発
表
す
る
二
人
の
海
外
ゲ
ス
ト
を
招
き
、
講
演
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
な
ど
を
行
な
っ
た
。
こ
の
他
に
は
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月

に
奄
美
大
島
の
名
瀬
市
公
民
館
で
、「
奄
美
自
由
大
学
」
と
合
同
共
催
で
特
別
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
群
島

へ
学
び
逸
れ
る
」（
基
調
講
演
山
口
昌
男
／
前
札
幌
大
学
長
、
元
東
京
外
国
語
大
学
教
授
、
パ
ネ
リ

ス
ト
今
福
龍
太
／
札
幌
大
学
教
授
、
奄
美
自
由
大
学
主
宰
、
上
野
俊
哉
／
本
学
教
授
）
を
組
織
、

運
営
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
記
録
は
近
々
に
一
般
の
メ
デ
ィ
ア

に
出
版
さ
れ
、
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
二
〇
〇
四
年
度
中
に
和
光
大
学
で
行
わ
れ
る
予
定
で
次
年

度
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
継
続
も
決
定
し
て
い
る
。
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